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脚 注
＊１ Ｗ．ハンソンは，インターネットを通じて事実や根拠となる証拠を効果的に提示することで，企業が持つ独自の価
値を増加し，顧客の購買意欲を高めることができると考えている（Ｗ．ハンソン『インターネットマーケティングの
原理と戦略』日本経済新聞社，２００１，p．４２７）。しかし，次節で取り上げるウィノグラードとフローレンスの指摘にあ
るように，情報の提供と処理の効率化をはかるだけでは，価値を確立するプロセスは完結しない。このことに注意し
なければ，企業が自らの独自の価値を増加しようとして行う試みは，空回りに終ることになりかねない。消費者が行
う購買意思決定とその前提にある購買への意欲や欲望との関連については，併せて拙論（栗木契「消費における二重
の情報処理」，『流通研究』Vol．４－１，２００１，pp．１－１４）を参照されたい。
２３１インターネットに媒介された市場の可能性：消費者の情報処理能力への支援と依存
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